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「 
大  
工 

だ
い 

く 
町 
」
は
現
在
の
高
梁
市
大
工
町
の
こ
と
で
、

ち
ょ
う

北
は
伊
賀
谷
川
、
南
に
は
荒
神
町
が
、
東
に
は
柿
木

町
と
向
町
が
、西
側
に
は
鍛
冶
町
が
あ
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
「
大
工
丁
」
と
書
か
れ
備
中
松
山

藩
城
下
町
の
一
町
で
、
武
家
町
の
一
つ
で
し
た
。
城

下
町
の
下
級
武
士
の
住
む
家
中
屋
敷
町
と
し
て
取

り
立
て
た
の
は
池
田
備
中
守
長
幸
が
城
主
時
代
の

 
元  
和 
三
年
（
一
六
一
七
）
の
頃
の
こ
と
で
し
た
。今
で

げ
ん 

な

は
城
下
町
時
代
の
家
並
こ
そ
残
っ
て
い
な
い
が
町
筋

が
残
り
、
当
時
は
町
の
中
央
部
に
位
置
し
、
町
人
の

町
鍛
冶
町
と
武
家
町
の
柿
木
丁
に
挟
ま
れ
た
短
い

 
竪  
町  
型 
の
町
並
を
伝
え
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
南

た
て 
ま
ち 
が
た

北
の
道
に
交
差
す
る
横
町
の
道
は
鍵
形
に
折
れ
曲

が
っ
て
城
下
町
時
代
を
留
め
て
い
ま
す
。

　

『 
水  
谷 
史
「
御
家
内
之
記
」』（
市
図
書
館
）
に
よ
る

み
ず 
の
や

と
、元
禄
七
年（
一
六
九
四
） 
戊 
正
月
改
、と
し
て
大

つ
ち
の
え

工
町　

長
さ
四
十
八
間（
約
八
六
メ
ー
ト
ル
）、
家

数
十
軒
、
給

き
ゅ
う

   
 
人 （ 
地  
方  
知 

に
ん 

じ 

か
た 

ち 
行 
を
あ
た
え
ら
れ
る
者
）

ぎ
ょ
う

家
敷
十
軒
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
増
補
版
高
梁
市

史
」
に
よ
る
と 
下 
家
中
（
紺
屋
川
＝
伊
賀
谷
川
か
ら

し
も

牢
屋
小
路
＝
花
み
づ
き
通
り
ま
で
の
家
中
屋
敷
）
屋

敷
の
大
工
丁
は
、
水
谷
氏
の
元
禄
六
年
（
一
六
九

三
）
に
は
家
中
屋
敷
一
〇
軒
、
世
帯
数
一
〇
軒
、
石

川
時
代
の
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
に
は
家
中
屋
敷

一
一
軒
、
世
帯
数
八
軒
、
そ
の
後
の
慶
応
（
一
八
六

五
〜
六
八
）
頃
に
は
世
帯
数
五
軒
と
な
っ
て
い
て
、

幕
末
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
世
帯
数
は
減
少
し
て
い

ま
す
。「 
昔  
夢  
一  
班 
」や
「
松
山
城
下
屋
敷
絵
図
」（
市

せ
き 

む 

い
っ 
ぱ
ん

図
書
館
）に
よ
る
と
嘉
永（
一
八
四
八
〜
五
四
）・
安

政
（
一
八
五
四
〜
六
〇
）
頃
の
大
工
丁
は
、
通
り
を

挟
ん
で
東
側
に 
馬 

う
ま 

廻 
ま
わ
り 

格 （
親
衛
軍
的
性
格
で
、
家
臣

か
く

団
の
中
心
と
な
る
）
と
中
小
姓
（
大
名
や
旗
本
の
下

級
家
臣
）の
屋
敷
二
軒
、
西
側
に
中
小
姓
・
表
医
師

と
大
小
姓
格
二
軒
（
内
一
軒
表
医
師
）
計
三
軒
の
家

中
屋
敷
が
記
録
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
氏
名
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、
町
筋
の
南
端
、
東
西
の
路
地
を
隔

て
て
浄
土
真
宗
高
梁
山 

正
善
寺
が
あ
り
ま
す
。

本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
で
、
寺
伝
に
よ
る
と
文
禄
二

年（
一
五
九
三
）内
山
下
に 
釈 

し
ゃ
く 

祐  
安 
法
師
が
創
建

ゆ
う 
あ
ん

し
、
た
か
は
し
の
地
名
を
偲
び
山
号
を
つ
け
た
と
い

わ
れ
、
四
代
住
職 
釈 

し
ゃ
く 

大  
圓 
法
師
の
延
享
四
年
（
一
七

だ
い 
え
ん

四
七
）に
現
在
地
に
移
っ
た
が
、天
保
三
年（
一
八
三

二
）
と
天
保
一
〇
年（
一
八
三
九
）の
大
火
の
と
き

町
屋
と
と
も
に 
罹 
災（
被
災
）し
て
い
ま
す
。
こ
の

り

寺
に
は
城
下
町
時
代
の
御
用
商
人
で
藩
札
を
発
行

し
て
い
た
大
阪
屋
の
菩
提
寺
で
、
墓
も
残
っ
て
い
ま

す
。現
在
の
正
善
寺
墓
地
の
北
東
の
角
（
路
地
を
柿

木
町
へ
出
た
と
こ
ろ
）に
は
番
所
が
あ
り
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
、
城
下
町
の
家
中
屋
敷
町
だ
っ
た「
大

工
町
」も
今
で
は
当
時
の
竪
町
筋
と
横
町
筋（
小

路
）そ
し
て
寺
が
当
時
の
面
影
を
残
す
の
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

「
大
工
町
」
の
町
名
は
近
世
城
下
町
の
地
名
に
は

違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
城
下
町
の
で
き
た
頃
に
、
木

工
職
人
か
建
築
職
人
が
居
住
し
た
と
こ
ろ
か
ら
町

名
が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
武
家
町
と

し
て
の
記
録
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

 

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

六
十　

大
工
町

�������

北から見た「大工町」

大工町の南にある正善寺
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平川鋤崎八幡神社の大祭
（渡り拍子）

　

先
日
、
行
わ
れ
た
「
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
」の
女
子
サ

ッ
カ
ー
で
、岡
山
県
チ
ー
ム
が
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
の
中
心
は
岡
山
湯
郷
ベ
ル
の
皆
さ
ん
で
、
今

月
号
の
「
カ
メ
ラ
あ
ら
か
る
と
」
で
紹
介
し
て
い
る
神
原

ス
ポ
ー
ツ
公
園
多
目
的
広
場
完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
に

も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

「
こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
少
し
は
貢
献
で
き
た
か
な
」
と

勝
手
に
感
激
し
て
い
ま
す
。

　

湯
郷
ベ
ル
の
皆
さ
ん
は
、
完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
前
日

に
埼
玉
で
の
公
式
戦
が
あ
り
、
疲
れ
も
残
っ
て
い
た
は
ず

で
す
が
、
サ
ッ
カ
ー
教
室
・
親
善
試
合
と
も
楽
し
そ
う

に
、
そ
れ
で
い
て
真
剣
に
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
本
当
に

う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
あ
こ
が
れ
の
元
日
本
代

表
本
田
美
登
里
さ
ん
と
間
近
で
お
会
い
で
き
、
わ
ず
か

で
す
が
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
緊
張
で
会
話
は
し
ど
ろ
も
ど
ろ
…
。
広
報
マ
ン
と

し
て
ま
だ
ま
だ
未
熟
だ
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
�
日
で
も

あ
り
ま
し
た
。 

（
Ｍ
Ｍ
）

編
集
後
記
伝言板
ままままままちちちちちちののののののまち の

■問い合わせ　伊賀祭実行委員会（��１８５３）

　

秋
の
収
穫
も
終
わ
り
を
迎
え
、
周
囲

の
山
も
衣
替
え
を
始
め
た　

月
�
日
、

��

備
中
町
平
川
地
域
で
は
、
朝
か
ら
渡

り
拍
子
の 
鉦 
の
音
が
響
き
渡
り
ま
す
。

か
ね

　

「
今
年
も
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ

れ
る
こ
と
な
く
収
穫
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
。来
年
も
健
康
で
迎
え
ら
れ
る

よ
う
に
祈
り
た
い
」と
平
木
さ
ん
。

　

渡
り
拍
子
は
約
�
�
�
年
続
く
市

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
。
楽
打
ち
と

も
呼
ば
れ
、鉦
や
太
鼓
・
拍
子
木
の
音

に
合
わ
せ
、
花
笠
や
女
衣
、
袴
な
ど
色

鮮
や
か
な
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
�
人

の
跳
び
子
が
華
や
か
な
舞
を
繰
り
広

げ
ま
す
。

　

平
川
�
地
区
か
ら
�
組
ず
つ
が
早

朝
に
出
発
し
、
あ
ぜ
道
や
民
家
を
楽

打
ち
し
な
が
ら
巡
り
、
大
願
主
平
川

邸
門
前
で
勢
ぞ
ろ
い
し
楽
打
ち
し
ま

す
。
午
前　

時
ご
ろ
に
平
川
郷
地
区

��

の
古
銭
山
大
社
で
奉
納
舞
い
を
行
い
、

そ
の
後
、
一
行
は
鋤
崎
八
幡
神
社
へ
宮

入
り
し
、
神
社
境
内
で
華
々
し
く
賑

や
か
に
楽
打
ち
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

「
駐
車
場
も
用
意
し
て
あ
る
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
見
に
来
て
く
だ
さ
い
」。

　

詳
細
は
次
の
と
お
り
。

▽
日
時
…　

月
�
日（
火
・
祝
）

��

▽
場
所
…
平
川
鋤
崎
八
幡
神
社
ほ
か

　

平
川
地
域
一
帯

▽
駐
車
場
…
平
川
憩
い
の
家
グ
ラ
ウ

　

ン
ド

■
問
い
合
わ
せ　

平
川
渡
り
拍
子
保

存
会（
�
�
�
�
�
�
）

平川渡り拍子保存会
会長 平木 宗夫さ ん�

�������

　季節の流れは早いもので、今年も伊賀祭の時期がやってきました。今年は、

１１月７日�・８日�の２日間の日程で開催します。

　４２回目となる今回のテーマは「祭交２００９」。学生同士、学生と市民の皆さ

んなど多くの人に、伊賀祭を通じて交流を深めてほしいという願いを込めて

います。

　さて、今年もさまざまな企画を計画しており、学生の日ごろの活動や学科

の紹介などを見ることができる「学科ブース企画」、市中パレードと「松山

踊り」のコラボレーションなど、例年とは一味違った企画も予定しています。

また、スピリチュアルカウンセラー・江原啓之さんの講演も開催予定です。

　皆さんに伊賀祭を楽しんでいただけるよう、私たち実行委員会一同、一生

懸命準備を進めていますので、ぜひ伊賀祭にお越しください。皆さんのご来

場を心よりお待ちしております。

���������	
�

伊賀祭実行委員会
委員長

西本 修平さん

　プロコンサートは、帝京高校野球部出身の３人
組「ＯＮＥ☆ＤＲＡＦＴ」に決定。心に響く魂の
こもったライブをお楽しみください。

▼開催日時：11月 8日�
　　　　　　午後 6時開演（午後５時開場）

▼チケット：前売券 1,500 円、当日券 1,800 円

※１１ページに関連記事。


